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第２回定例会　　　　　　(予算総額162億6,000万円) 
一般会計1億6,000万円　補正予算を精査！ 

※主な補正内容・概算額で表示

農地・農業用設備の保全管理支援【拡充】
※多面的機能支払交付金

地域における人材育成・雇用創出【新規】
※地域人づくり事業

ごみ袋の販売手数料を予算化

地域における人材育成・雇用創出【新規】
※地域人づくり事業

農業振興

ごみ袋の販売手数料を予算化
環境対策

「鹿児島県緊急雇用創出事業臨時特例基金」に係る「地域人づくり事業」の採択により実施
○水稲を中心とした複合経営研究事業（800万円）
○コントラクター耕畜連携研究事業（300万円）
○新重点野菜開発事業（800万円）
○野菜加工品研究事業（600万円）
○とまと周年栽培・栽培技術向上研究事業（600万円）

「農地・水保全管理支払交付金」から組み換え・拡充する制度変更により対象地区増加
○農地維持支払（39地区）
○資源向上支払【共同活動】（37地区）
○資源向上支払【長寿命化】（17地区）

条例改正に伴うごみ袋の販売手数料を歳出
予算化
ごみ処理手数料の歳入も増額

「鹿児島県緊急雇用創出事業臨時特例基金」に係る「地域人づくり事業」の採択により実施

3,100 万円

「農地・水保全管理支払交付金」から組み換え・拡充する制度変更により対象地区増加

1,500 万円

条例改正に伴うごみ袋の販売手数料を歳出

750 万円
産婦人科医を確保【新規】

地域における人材育成・雇用創出
【新規】※地域人づくり事業

産婦人科医を確保【新規】

医療・保健

地域医療支援の一環として産婦人科の休日
診療を確保

「鹿児島県緊急雇用創出事業臨時特例基
金」に係る「地域人づくり事業」の採択に
より実施
○脳卒中対策指導員人材育成事業

条例改正に伴うごみ袋の販売手数料を歳出
予算化

地域医療支援の一環として産婦人科の休日

300 万円

「鹿児島県緊急雇用創出事業臨時特例基
1,300 万円

消防団詰所の整備消防団詰所の整備
防災対策

第３分団（目丸・篠原・青木）及び第８分
団（宮人・崎山）詰所の外構・床組立工事
第３分団（目丸・篠原・青木）及び第８分

500 万円

新規雇用 14 人

新規雇用３人
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第２回定例会　　　　　　(予算総額162億6,000万円) 
一般会計1億6,000万円　補正予算を精査！ 

畜産基盤施設の整備負担金を増額 地域における人材育成・雇用創出

【新規】※地域人づくり事業

中学校スクールバス運行事業の予

定額を増額（債務負担行為の変更）

畜産基盤施設の整備負担金を増額

畜産振興

地域における人材育成・雇用創出

高齢者支援

中学校スクールバス運行事業の予

教育環境の整備

大口育成牧場の施設（牧草地、畜舎等）を地
域振興公社が整備（Ｈ25 〜Ｈ27）
利用者負担分が市を経由　Ｈ26実施事業費の
増額
Ｈ26事業費　２億1,200万円

（国県補助１億5,300万円　利用者負担5,900万円）

「鹿児島県緊急雇用創出事業臨時特例基金」に
係る「地域人づくり事業」の採択により実施
○介護人材確保支援事業

一般貸切旅客自動車運送事業の運賃・料金の
標準適用方法の変更による債務負担行為（Ｈ27
〜Ｈ31）の限度額を１億4,200万円から４億2,900
万円へ

大口育成牧場の施設（牧草地、畜舎等）を地

2,600 万円

「鹿児島県緊急雇用創出事業臨時特例基金」に

1,900 万円

一般貸切旅客自動車運送事業の運賃・料金の

２億8,900万円

地域における人材育成・雇用創出
【新規】※地域人づくり事業
地域における人材育成・雇用創出

障害者支援

「鹿児島県緊急雇用創出事業臨時特例基金」に
係る「地域人づくり事業」の採択により実施
○障害者介護人材確保支援事業（1,300万円）
○障害児介護人材確保支援事業（600万円）

「鹿児島県緊急雇用創出事業臨時特例基金」に

1,900 万円

ひしかり交流館及び菱刈パークゴルフ場指定管理委託【新規】ひしかり交流館及び菱刈パークゴルフ場指定管理委託【新規】

公園管理

ひしかり交流館及び菱刈パークゴルフ場を
平成26年10月から指定管理者に管理委託開始
指定管理期間：Ｈ26.10 〜Ｈ29. ９（３年間）
債務負担行為：（Ｈ27 〜Ｈ29）1,400万円

300 万円

新規雇用９人

新規雇用９人
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総括質疑
発　言　者 質　疑　事　項 質　疑　の　要　旨

柿木原榮一議員 １　議案第36号
　 伊 佐 市 廃 棄 物 の

適正処理、減量化、
資源化等に関する
条例の制定につい
て

⑴　平成20年11月１日施行の伊佐市廃棄物の処理及び
清掃に関する条例との相違について示せ。

⑵　（定義）第２条⑶特別管理一般廃棄物とは、ＰＣ
Ｂを使用する部品・ばいじん・感染症一般廃棄物
と理解していいのか。

⑶　（市の責務）第３条（事業者の責務）第４条（市
民の責務）第５条で努めなければならない・適正
に処理しなければならない・協力しなければなら
ないとあるが、罰則はないのか。

⑷　（一般廃棄物処理計画）第６条で一般廃棄物処理
計画を定めたとき、及び変更したときとあるが、
計画・変更はいつごろになるのか。告示はいつご
ろになるのか。

⑸　（市民等による一般廃棄物の資源化等）第８条第
２項で生活環境の保全上支障のない方法で容易に
処分できるとあるが、どのような方法があるのか。

⑹　（排出禁止物）第11条について⑴⑵⑶⑷⑹を具体
的に示して説明をしてほしい。

２　議案第34号
　平成26年度伊佐市

一般会計補正予算
（第１号）について

⑴　（款）２総務費（項）１総務管理費（目）９企画
調整費（節）19負担金補助及び交付金一般コミュ
ニティ助成金事業480万円はどのような事業か説
明を。

⑵　（款）３民生費（項）４生活保護費（目）２扶助
費（節）20扶助費就労自立給付金事業50万円の内
容及びどのような自立支援になるのか。

⑶　（款）５労働費（項）１労働諸費　全額県補助金
の補正額8150万６千円の概要についての業務委託
とあるが、伊佐市がどこまで関与できるのか。伊
佐市としてチェック体制はできるのか。

⑷　（款）10教育費（項）３中学校費（目）３学校施
設整備費の補正額の財源内訳内容の国県支出金
1,380万円の減額の理由を問う。

⑸　（款）10教育費（項）５社会教育費（目）11社会
教育施設管理費の補正額財源内容の国県支出金
396万５千円の減額の理由、（節）15工事請負費
473万４千円の増額の理由を問う。

福本千枝子議員 １　議案第32号
　伊佐市国民健康保

険税条例の一部を
改正する条例につ
いて

⑴　後期高齢者支援等課税額を14万円から16万円に、
介護納付金課税額を12万円から14万円に引き上げ
ること、低所得者に対する軽減措置の対象拡大に
ついて、条例改正内容をモデルを例示しながら、
より具体的に示せ。
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議決結果一覧表
議案番号 件　　　　名 議決結果

30 専決処分の承認を求めることについて
（伊佐市公の施設に係る指定管理者の指定の手続きに関する条例一部改正） 承　　認

31 専決処分の承認を求めることについて
（伊佐市税条例等の一部改正） 承　　認

32 専決処分の承認を求めることについて
（伊佐市国民健康保険税条例一部改正） 承　　認

33 専決処分の承認を求めることについて
（平成26年度伊佐市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）） 承　　認

34 平成26年度伊佐市一般会計補正予算（第１号） 原案可決

35 伊佐市交通安全対策会議条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

36 伊佐市廃棄物の適正処理、減量化、資源化等に関する条例の制定について 原案可決

37 ひしかり交流会及び菱刈パークゴルフ場の指定管理者の指定について 原案可決

38 市道路線の認定について 原案可決

39 伊佐市消防団員の定員、任免、服務等に関する条例等の一部を改正する条
例の制定について 原案可決

40 伊佐市特別職の職員の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例の
制定について 原案可決

　「議会だより」第22号18頁に掲載した「議決結果一覧表」で議案番号29の件名を誤って掲
載しました。
訂正しお詫び申し上げます。

議案番号 件　　　　名

29 工事請負契約の締結について

訂正とお詫び
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追
加
と
な
っ
た
理
由
は
。

　

８
月
１
日
か
ら
３
日
の
予

定
で
あ
る
が
、
当
初
の
計
画

か
ら
す
る
と
選
手
の
旅
費
や

宿
泊
費
の
別
途
増
額
分
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
や
、
競
技
用

車
椅
子
な
ど
の
機
材
輸
送
費

用
な
ど
含
め
追
加
と
な
っ

た
。

　

来
年
度
以
降
の
取
組
み
は
。

　
日
本
代
表
ス
タ
ッ
フ
と
の

委員会報告

各
委
員
会
報
告

主
な
質
疑
と内

容

伊
佐
Ｐ
Ｒ
課

総
務
課

　

地
域
人
づ
く
り
事
業
の
目

的
は
何
か
。

　

新
重
点
野
菜
開
発
事
業

　

指
定
管
理
者
制
度
に
移
行

す
る
こ
と
に
よ
る
そ
の
使
途

は
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
菱
刈
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
の
コ
ー
ス
管
理

を
市
直
営
の
公
園
作
業
員
が

行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
指

定
管
理
者
に
移
行
す
る
こ
と

に
よ
り
管
理
す
る
作
業
員
の

経
費
が
指
定
管
理
料
の
中
に

含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
そ
の
人
件
費
や
施
設
費

分
で
あ
る
。

　

国
の
交
付
税
措
置
は
あ
る

の
か
。

　

緊
急
防
災
減
災
事
業
な
の

で
、
起
債
の
充
当
率
は
１
０

０
％
、
交
付
税
の
算
入
は
70

％
で
あ
る
。
平
成
25
年
度
実

績
で
借
入
利
率
は
10
年
債
で

０
．
６
１
３
％
、
い
ま
国
債

が
０
．
６
％
台
で
推
移
し
て

い
る
の
で
国
債
と
ほ
ぼ
同
額

か
若
干
安
い
場
合
も
あ
る
。

　

女
性
消
防
団
員
の
位
置
付

け
と
具
体
的
な
活
動
は
。

 　

今
回
は
、
女
性
消
防
団
員

と
し
て
本
部
付
き
で
15
名
枠

に
広
げ
る
と
い
う
事
で
あ

り
、
定
数
は
３
９
４
名
に
な

る
が
現
在
あ
る
第
１
分
団
か

ら
第
17
分
団
の
中
に
所
属
す

る
と
い
う
事
で
は
な
い
。

　

広
報
・
啓
発
活
動
が
主

で
、
あ
と
後
方
支
援
を
考
え

て
い
る
。
火
災
予
防
週
間
等

で
の
独
居
老
人
宅
の
訪
問
や

消
防
団
員
が
行
う
消
火
器
の

斡
旋
に
同
行
す
る
こ
と
も
あ

る
。

　

詰
所
は
市
役
所
庁
舎
内
の

一
室
を
考
え
て
い
る
。

協
議
の
中
で
、
来
年
は
女
子

代
表
チ
ー
ム
の
合
宿
の
話
も

あ
る
。
今
後
は
、
開
催
が

決
定
し
た
東
京
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
て
応
援
を
続

け
、
何
ら
か
の
形
で
誘
致
で

き
な
い
か
考
え
て
い
る
。

は
、
10
品
目
あ
る
重
点
品
目

野
菜
以
外
の
タ
マ
ネ
ギ
・
ト

ウ
ガ
ラ
シ
・
キ
ャ
ベ
ツ
な

ど
試
験
栽
培
を
行
い
、
伊

佐
市
に
適
し
た
品
目
を
探

し
、
将
来
的
に
産
地
化
を

目
指
す
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
野
菜
加
工
品
研
究
事

業
は
、
野
菜
栽
培
を
行
い

な
が
ら
加
工
品
の
取
組
み

を
研
究
し
さ
ら
に
販
路
開

拓
、
野
菜
農
家
の
経
営
安
定
、

所
得
向
上
を
目
指
す
も
の
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
新
規
就

農
者
を
確
保
し
て
技
術
力
の

向
上
と
人
材
育
成
を
考
え

る
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

総
務
産
業
委
員
会

車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
補
助
金

１
０
０
万
円

地
域
に
お
け
る
人
材

育
成
・
雇
用
創
出

３
１
０
０
万
円

特
産
品
振
興
費

１
０
５
万
７
千
円

消
防
防
災
施
設
整
備

事
業
債

４
８
０
万
円

﹁
議
案
第
39
号　

伊

佐
市
消
防
団
員
の
定

員
、
任
免
、
服
務
等

に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
﹂

企
画
政
策
課

農
政
課

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

ＱＱ ＡＡ

▲菱刈パークゴルフ場
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委員会報告

　

資
材
不
足
、
労
務
単
価
の

上
昇
に
よ
り
事
業
費
増
と
あ

る
が
、
完
全
に
除
去
さ
れ
る

の
か
。

　

全
て
除
去
さ
れ
る
。

　

育
成
の
方
法
は
。

　

民
間
企
業
に
委
託
し
、
新

規
に
看
護
師
等
を
採
用
し
て

も
ら
い
脳
卒
中
に
つ
い
て
研

修
を
行
い
、
脳
卒
中
教
室
で

指
導
し
て
も
ら
う
。

　

補
助
事
業
の
対
象
に
な
ら

な
か
っ
た
の
か
。

　

大
口
中
央
中
学
校
の
屋
外

施
設
整
備
を
計
画
し
、
３
月

に
要
望
し
て
い
た
が
、
予
算

の
獲
得
が
で
き
ず
、
補
正
で

減
額
し
起
債
で
対
応
す
る
。

　

教
室
の
内
容
は
。

　

市
内
各
小
中
学
校
の
教
職

員
18
人
と
理
科
支
援
員
に
小

水
力
発
電
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

関
し
て
学
び
授
業
に
役
立
て

て
も
ら
う
。
講
師
は
鹿
児
島

高
等
専
門
学
校
の
教
授
等
に

お
願
い
す
る
。

　

委
員
の
構
成
は
。

　

幼
稚
園
、
校
長
の
代
表
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
青
少
年
補
導
員
な

ど
の
12
名
を
予
定
し
て
い

る
。
今
ま
で
家
庭
教
育
に
つ

い
て
市
民
の
意
見
を
聴
く
機

会
を
設
け
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
家
庭
教
育
の
あ
り
方
、

推
進
に
つ
い
て
検
討
、
助
言

を
も
ら
う
。

　

事
業
の
内
容
は
。

　

県
の
１
０
０
％
事
業
で
、

雇
用
創
出
を
目
的
と
す
る
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
雇

用
す
る
こ
と
と
し
、
社
会
福

祉
法
人
に
お
い
て
、
働
き
な

が
ら
資
格
を
取
得
し
、
雇
用

に
つ
な
げ
る
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
運
用
開

始
と
な
る
が
、
市
内
保
育
所

関
係
者
へ
の
説
明
は
。

　

概
略
説
明
し
た
。
私
立
幼

稚
園
の
方
は
認
定
こ
ど
も
園

へ
の
移
行
を
要
望
し
て
い

る
。
私
立
保
育
園
の
方
々
は

決
め
か
ね
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

　

増
額
し
た
理
由
は
。

　

消
費
税
の
上
乗
せ
部
分

で
あ
る
。
現
在
、
ご
み
袋

販
売
の
消
耗
品
費
か
ら
流

用
し
て
い
る
。
予
算
成
立
後
、

精
算
す
る
。

文
教
厚
生
委
員
会

学
校
施
設
環
境
改
善

交
付
金
１
３
８
０
万

円
の
歳
入
減

小
水
力
発
電
教
室
開

催

家
庭
教
育
推
進
の
充

実

教
育
委
員
会
　
総
務
課

学
校
教
育
課

社
会
教
育
課

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ文
化
会
館
ア
ス
ベ
ス

ト
除
去
事
業

８
６
０
万
円
の
市
債

障
害
者
介
護
人
材
確

保
事
業

１
２
５
１
万
５
千
円

子
ど
も
子
育
て
新
制

度
へ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

福
祉
課

こ
ど
も
課

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

 ▲伊佐市文化会館

 ▲ 曽木の滝公園内にある観光案内施設

環
境
政
策
課

ご
み
袋
販
売
手
数
料

７
５
７
万
２
千
円
の
増

ＱＡ

健
康
長
寿
課

脳
卒
中
対
策
指
導
員

養
成

１
３
３
９
万
７
千
円
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　今回は５月14日から16日にかけ、新規就農をテーマに岡山県高梁市、鳥取県日野郡日南町において研修
を行いました。まず、岡山県高梁市は、新規就農の取組みについて平成５年から平成25年の間に31名の実
務研修生を受入れ、うち23名が就農しており作目は主にニューピオーネと夏秋トマトという事でした。新
規就農研修は、１か月の農家生活を体験する「農業体験研修」とその後の本格的な就農に向けた準備を２
か年行う「農業実務研修」の２段階で行い、農家出身でなくてもプロ農家になれるよう産地が一体となっ
て支援を行うというものでした。まず、県の担当者が年30回ほど相談会を県内外で開催するほか、個別相
談対応を行い、就農希望者は県下市町村の中の候補地を選び訪問、現地見学会等で情報収集の後、農業体
験研修を申込み１か月の研修終了後、次に就農後５年目までの経営計画等を作成して県の認定を受け認定
就農者となる。次に関係機関と協力して住宅を確保、移住の後２か年の農業実務研修に入り、研修終了と
同時に就農となる一連の流れでした。
　岡山県全体の取組みであり、それぞれの地域が特色ある産地として、新規就農者を迎え入れているいい
実例であると感じました。

　次に、鳥取県日野郡日南町は、深刻な農林業後継者不足に対応するために平成21年度から、町内外より
広く研修生を募集し研修後は就農・就職につなげる目的で、農林業研修生制度を実施、今年で６年目を迎
えるということでした。支援内容としては、研修期間に合わせ、１年以上最長２年間、月額120,000円の
研修手当、住宅の斡旋や住居手当・作業道具等の経費支援等も行い、専属の指導者各１名を採用して指導
にあたっているとのことでした。
　なお、財政支援については、特別交付税措置でした。研修生の年
齢層は大学生から40代後半までと幅広く、これまでに36名の研修生
を採用し農業15名、林業11名の計26名が就農就職若しくは研修中で
定住率が72％と非常に高いことに感心致しました。また、新規就農
者の定住促進に関わってくるのが住宅の斡旋であり、空き家の適正
管理対策についても積極的な取り組みがなされていました。平成18
年、移住定住促進による地域活性化を図る為、空き家情報活用制
度、通称「空き家バンク」を開設、居住希望者へ情報を提供。その
後、廃屋、倒壊危険家屋別の実態を調査、町内の生活環境の保全及
び防犯のまちづくりの推進に寄与することを目的とした取組みであ
り、定住対策と共にその成果を確実に上げていることも数値で示さ
れていました。地域存続の危機感とアンテナを張り巡らせた情報先
取りにより、行政・地域が一体となった取組みが成せる技であって、
あらためて創造的伊佐市への挑戦の大事さを痛感いたしました。

行政調査報告
【　総務産業委員会　】　5月14日〜 16日（岡山県高梁市／鳥取県日野郡日南町）
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【　文教厚生委員会　】　5月21日〜 23日（宮崎県延岡市／大分県豊後高田市／熊本県上益城郡益城町）

行政調査報告

　まず、「クラウドシステム」について、宮
崎県延岡市にある旭化成ネットワーク㈱を調
査しました。伊佐市は東日本大震災の教訓
や大口庁舎の老朽化、合併によりデータ量が
増えたことにより住民情報を外部に委託しま
した。調査の中で地上から2.4ｍの高床、二
重の免震床であり、震度６強の揺れでも安全
である。独自の発電所があり、安定した電力
が得られる。メーカーのエンジニアが常駐し、
徹底したセキュリティ対策が取られ、安全性
を確認しました。「クラウドシステム」にし
た事で人件費など年間1900万円の経費削減を
見込んでいます。
　次に大分県豊後高田市の「学びの21世紀塾」を調査しました。「昭和の町」として、年間40万人の観光
客が訪れる町でもあります。先進的な教育のまちづくりを進めています。学校週５日制が始まり、土曜日
の活用をどうするかということで「いきいき土曜日事業」「わくわく体験活動事業」放課後に実施する
「のびのび放課後事業」の３本柱でスタートし、現在は寺小屋講座、パソコン講座、ケーブルテレビを使
う「テレビ寺小屋講座」「水曜日講座」「夏季冬季講座」「幼稚園講座」の６講座を実施し、教員ＯＢ、
学習塾の講師、主婦、銀行員、英語は居酒屋の人と多彩の講師です。当時の子ども達の成績は県で下から
２番目という状況でしたが、現在は８年連続トップです。また、軟式野球や女子バレーボールは全国で活
躍するなど、部活動も盛んであり「文武両道」そのものでした。ここまできたのは市長、職員、市民が本
気で取り組んだ結果でありました。

　次に買い物弱者支援の取り組みとして宅配をしている
「スーパーバリューまたま」を調査しました。月500円の
会費でチラシを見ながら、電話注文し、週２回配達してい
ます。勿論、安否確認もつながっています。このスーパー
の会員は80名で宅配事業を始めて18年経過しています。大
分県は宅配、買い物代行、移動販売、地域商店、生活協働
組合など利用した生活援助事業を早くから取り組んでおり、
買い物弱者対策の先進地でありました。
　次に熊本県上益城郡益城町が実施している、医療費助成
事業を調査しました。平成22年４月からは中学校卒業まで
医療費負担は０円です。メリットとしては償還払いの事務
量が減り、職員が減ったが、医療費が無料ということから
月15日を超える受診、重複受診、多受診が多く医療機関や
保護者への指導が難しいなどのデメリットがあった。



市民生活の
向上をめざし
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新
曽
木
大
橋
開
通
後

の
観
光
客
の
推
移
と
Ｐ

Ｒ
の
状
況
は
。
ま
た
、
旧
曽
木

大
橋
の
解
体
は
い
つ
頃
か
。
解

体
後
の
展
望
デ
ッ
キ
の
計
画
は

な
い
か
。
橋
の
あ
る
う
ち
に

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
や
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
等
の
イ
ベ
ン
ト
計
画
は
。

　

観
光
客
は
25
万
人
と

横
ば
い
で
あ
る
。
新
曽

木
発
電
所
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も

で
き
、
学
習
型
観
光
に
力
を
入

れ
る
。
関
西
、
四
国
か
ら
の
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
も
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
。
今
年
の
10
月
頃

か
ら
三
ヶ
年
か
け
解
体
す
る
。

展
望
デ
ッ
キ
の
考
え
は
な
い
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
の
計
画
は

聞
く
。　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ

「
花
子
と
ア
ン
」
は
大

人
気
で
、
そ
こ
に
登
場
す
る
白

蓮
が
曽
木
の
滝
で
詠
ん
だ
歌
を

情
報
発
信
す
べ
き
で
あ
り
、
集

客
の
チ
ャ
ン
ス
だ
。
見
解
は
。

ま
た
、
つ
り
橋
構
想
に
つ
い
て

も
伺
う
。

　

海
音
寺
潮
五
郎
の
歌

な
ど
を
含
め
、
文
学
の

里
と
し
て
白
蓮
を
紹
介
し
た
い
。

つ
り
橋
は
、
対
岸
を
結
ぶ
方
法

と
し
て
考
え
る
。
国
土
交
通
省
、

県
を
含
め
話
し
合
い
が
必
要
。

児
童
、
生
徒
の
学
力
向
上
に
つ
い
て

　

本
市
の
学
力
状
況
は
。

秋
田
県
は
全
国
一
位
で

あ
る
。
そ
の
要
因
は
家
庭
学
習

の
習
慣
化
、
授
業
を
よ
く
聞
き

集
中
す
る
。
地
域
へ
の
関
心
も

高
い
。
ま
さ
に
昭
和
の
教
育
で

あ
る
。
本
市
で
も
取
り
組
め
る

か
。
ま
た
、
小
中
一
貫
校
の
考

え
が
あ
る
か
。

　

小
５
、
中
１
、
中
２

の
学
習
定
着
度
調
査
で

は
共
に
県
よ
り
下
回
る
。
分
か

る
授
業
、
家
庭
学
習
の
充
実
、

市
全
体
が
学
力
向
上
の
機
運
を

高
め
る
こ
と
で
あ
る
。
小
中
一

貫
校
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
と

中
学
校
を
連
携
さ
せ
る
方
向
で
、

菱
刈
中
学
校
区
を
取
り
組
む
予

定
で
あ
る
。

白
蓮
の
歌
碑
で
曽
木
の
滝
を
Ｐ
Ｒ

福
本　

千
枝
子　
議
員

市
長
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
・
観
光
協
会
で
検
討

問

問問 答

答

答曽
木
の
滝
に
あ
る
白
蓮
の
歌
碑
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前
３
月
定
例
会
に

於
い
て
地
元
議
員
よ

り
、
こ
の
件
に
関
す
る
的
確
な

問
題
提
起
が
な
さ
れ
た
。
そ
の

後
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。　

道
路
等
の
傷
み
に

つ
い
て
は
、
農
業
集

落
排
水
の
マ
ン
ホ
ー
ル
周
り
や
、

水
道
栓
ボ
ッ
ク
ス
周
り
の
舗
装

の
傷
ん
で
い
る
所
の
補
修
を

行
っ
た
。
た
だ
、
全
体
的
な
道

路
や
道
路
の
舗
装
補
修
工
事
に

つ
い
て
は
、
県
の
方
に
お
願
い

し
て
い
た
が
、
予
算
措
置
が
な

さ
れ
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

大
型
車
の
通
行
抑
止
策
を
含
め

た
警
察
行
政
へ
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
過
日
、
交
通
安
全
対
策

会
議
に
於
い
て
、
伊
佐
警
察
署

長
に
夜
間
の
大
型
車
の
速
度
取

り
締
ま
り
を
要
望
し
た
が
、
実

施
は
む
ず
か
し
い
と
の
返
事
で

あ
っ
た
。

　

今
後
に
向
け
て
の
改

善
策
と
し
て
、
次
の
よ

う
な
提
案
を
行
う
。
市
長
の
見

解
を
伺
う
。

①　

県
に
対
し
て
、
市
街
地
の

未
舗
装
区
間
の
工
事
実
施

を
強
く
働
き
か
け
、
ま
た
、

そ
の
予
算
獲
得
に
力
を
注

ぐ
こ
と
。

②　

伊
佐
警
察
署
長
に
対
し
て
、

深
夜
の
大
型
車
の
速
度
取

り
締
ま
り
の
実
施
を
強
く

申
し
入
れ
る
こ
と
。

③　

交
通
規
制
が
き
び
し
い
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
市

街
地
の
両
方
の
入
口
付
近

に
、
夜
間
点
滅
す
る
「
大

型
車
通
行
速
度
監
視
中
」

と
す
る
大
き
な
表
示
板
の

設
置
を
す
る
こ
と
。

　

こ
の
よ
う
に
議
会
で

も
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、

今
後
も
、
関
係
機
関
に
伝
え
な

が
ら
、
一
歩
一
歩
進
め
て
行
き

た
い
と
考
え
る
。

　

県
内
で
は
川
内
原
発

１
・
２
号
機
の
重
大
事

故
を
想
定
し
原
発
か
ら
30
キ
ロ

圏
内
の
９
市
町
に
対
し
て
、
住

民
避
難
計
画
の
説
明
会
が
行
わ

れ
た
。
出
水
市
、
阿
久
根
市
か

ら
の
避
難
受
け
入
れ
施
設
の
伊

佐
市
の
状
況
は
。

　

平
成
23
年
12
月
策
定

の
県
原
子
力
災
害
対
策

暫
定
計
画
に
防
災
関
係
機
関
等

と
し
て
、
県
、
関
係
市
、
及
び

受
け
入
れ
市
町
が
定
義
さ
れ
、

県
の
決
定
に
従
っ
て
受
け
入
れ
、

避
難
に
必
要
な
食
料
等
に
つ
い

て
も
関
係
市
が
準
備
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
阿
久
根
市
よ

り
８
１
１
０
人
、
出
水
市
よ
り

４
０
１
６
人
の
受
け
入
れ
を
想

定
し
て
い
る
。

災
害
時
の
避
難
施
設
に
つ
い
て

　

市
内
に
32
カ
所
の
災

害
時
の
施
設
が
確
保
さ

れ
て
い
る
。
避
難
を
呼
び
か
け

る
際
、
住
民
に
ど
の
よ
う
に
知

ら
せ
る
の
か
。
ま
た
、
高
齢
者

の
避
難
所
ま
で
の
送
迎
、
ト
イ

レ
、
食
料
の
備
蓄
は
。

　

伝
達
方
法
は
災
害
情

報
メ
ー
ル
、
エ
リ
ア

メ
ー
ル
、
自
主
防
災
組
織
等
を

通
じ
関
係
者
が
、
直
接
口
頭
及

び
拡
声
器
に
よ
り
伝
達
、
広
報

車
に
よ
り
呼
び
か
け
る
。
Ｍ
Ｂ

Ｃ
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
取
り
決
め
を
し

て
い
る
デ
ー
タ
放
送
は
、
高
齢

者
に
と
っ
て
は
有
効
な
伝
達

手
段
と
考
え
て
い
る
。
市
内

２
７
７
自
治
会
に
職
員
を
割
り

当
て
て
、
連
絡
体
制
は
、
万
全

を
期
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

避
難
に
つ
い
て
は
、
早
め
の
行

動
と
い
う
の
を
や
る
よ
う
に
打

ち
合
わ
せ
て
お
り
、
ど
う
し
て

も
と
い
う
時
は
市
の
職
員
が
対

応
す
る
。
各
施
設
の
ト
イ
レ
の

洋
式
化
に
つ
い
て
は
計
画
的
に

実
施
し
て
い
る
。
食
料
に
つ
い

て
は
１
人
５
食
、
２
日
ぐ
ら
い

を
備
蓄
し
て
い
る
。

答

答 問 市
長
／
両
市
よ
り
、
１
万
２
１
２
６
人
を
受
け
入
れ

川
内
原
発
避
難
計
画
に

つ
い
て諏　

訪　

信　

一　
議
員

問

問

問

答

答

菱刈市街地、大型車
通行対策について

市　来　弘　行　議員
市長／一歩一歩進めて行く

▲県道菱刈横川線
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若
年
層
は
、
就
業
、

結
婚
、
出
産
、
育
児
、

子
ど
も
の
教
育
等
に
悩
み
を
抱

え
が
ち
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

各
課
は
ど
の
よ
う
な
支
援
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
の
か
。

　

木
造
住
宅
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
、
40
歳
以

下
の
場
合
や
、
ま
た
補
助
対
象

者
と
生
計
を
一
に
す
る
満
18
歳

以
下
の
者
が
あ
る
場
合
に
新
築

工
事
に
対
し
て
一
律
20
万
円
、

増
改
築
に
対
し
て
経
費
の
20
％

の
加
算
を
設
け
る
な
ど
の
改
正

を
行
っ
た
。
小
児
科
医
や
産
婦

人
科
医
に
対
す
る
支
援
、
Ｈ
ｉ

ｂ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
な
ど
の
予

防
接
種
事
業
、「
た
ん
ぽ
ぽ
」

を
中
核
と
す
る
療
育
体
制
の
充

実
、
子
ど
も
医
療
費
資
金
貸
付

基
金
な
ど
、
市
独
自
に
実
施
し

て
い
る
。
気
軽
に
相
談
で
き
る

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ト
ー

タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、
子
育
て
と
仕
事
の
両
立

支
援
と
し
て
、
保
育
所
の
充
実

を
図
り
、
出
産
応
援
事
業
な
ど

多
種
多
様
な
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
新
規
就
農
支
援
事

業
、
青
年
就
農
給
付
金
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。
高
校
生
の
就

職
活
動
も
支
援
し
て
い
る
。

現
在
の
当
市
美
化
条
例
は
、
市

民
の
安
心
・
安
全
な
生
活
を
守

れ
て
い
る
か
。

　

現
在
２
ア
ー
ル
以
上

の
土
地
に
設
置
さ
れ
て

い
る
太
陽
光
発
電
の
数
は
何
箇

所
か
。　

２
ア
ー
ル
以
上
の
土

地
に
設
置
が
、
16
件
あ

り
、
そ
の
ほ
か
に
１
０
０
Ｋ
ｗ

以
上
が
８
件
あ
る
。

　

太
陽
光
発
電
敷
地
の

管
理
に
つ
い
て
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
た
場
合
、
市
民
の

良
好
な
生
活
環
境
維
持
の
た
め

に
、
除
草
剤
使
用
等
に
も
、
対

応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

社
会
通
念
上
、
当
事

者
の
間
で
、
話
し
合
っ

て
も
ら
い
、
双
方
か
ら
調
停
の

依
頼
が
あ
れ
ば
私
た
ち
の
見
解

を
述
べ
る
こ
と
に
な
る
。

　

山
で
仕
事
を
す
る
人

に
、「
駆
除
後
の
シ
カ

の
死
骸
を
山
に
放
置
し
て
あ
る

の
で
、ど
う
に
か
な
ら
な
い
か
」

と
問
わ
れ
た
。
放
置
さ
れ
て
い

る
シ
カ
を
他
の
動
物
が
食
べ
て

（
ア
ナ
グ
マ
等
が
増
え
）
生
態

系
も
崩
れ
て
い
く
。
駆
除
し
た

シ
カ
を
処
理
施
設
に
持
っ
て
く

れ
ば
補
助
金
を
渡
す
よ
う
に
し
、

そ
の
後
は
市
の
鳥
獣
処
理
施
設

で
処
理
を
す
れ
ば
と
考
え
る
が
。

　

今
の
補
助
金
は
、
鳥

獣
の
個
体
数
を
減
ら
す

と
い
う
こ
と
が
第
一
の
目
的
に

な
っ
て
い
る
。
処
理
施
設
ま
で

持
っ
て
き
て
、
そ
の
段
階
で
補

助
金
と
い
う
の
は
、
難
し
い
。

今
後
も
い
ま
の
形
で
進
め
ざ
る

を
得
な
い
。

　

処
理
場
で
補
助
金
を

支
払
え
ば
、
流
通
す
る

食
肉
が
増
え
る
と
思
う
。
駆
除

し
て
２
時
間
以
内
な
ら
ば
更
に

３
千
円
追
加
す
る
な
ど
の
方
法

も
ど
う
か
。
未
来
館
が
焼
却
炉

を
新
し
い
も
の
に
す
る
と
シ
カ

の
処
理
は
出
来
な
い
の
か
。
ま

た
、
県
、
国
の
方
に
今
の
問
題

点
を
上
げ
て
い
く
の
か
。

　

処
理
施
設
も
、
こ
れ

を
専
業
で
行
う
と
い
う

の
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
近

い
。未
来
館
へ
の
持
ち
込
み
は
、

産
業
廃
棄
物
の
可
能
性
も
あ
る

の
で
、何
と
も
答
え
ら
れ
な
い
。

県
の
方
に
は
、
私
た
ち
の
抱
え

て
い
る
問
題
を
上
げ
て
い
く
考

え
で
あ
る
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

　

伊
佐
市
の
空
き
家
の
把

握
は
で
き
て
い
る
の
か
。

　

伊
佐
市
全
体
の
把
握

は
で
き
て
い
な
い
。

　

鳥
取
県
日
南
町
へ
行

政
調
査
に
行
っ
た
が
、

町
内
の
空
き
家
す
べ
て
を
国
の

補
助
金
を
使
い
調
べ
て
台
帳
化

し
て
お
り
、
ま
た
、
空
き
家
等

の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
を

制
定
し
て
い
た
。
伊
佐
市
で
も

取
り
組
め
な
い
か
。

　

現
状
を
把
握
す
る
、

こ
れ
だ
け
の
を
つ
く
ら

れ
る
と
い
う
の
は
、
す
ば
ら
し

い
こ
と
と
思
っ
て
い
る
が
、
私

ど
も
が
早
急
に
こ
う
い
う
こ
と

を
利
用
し
て
調
査
を
し
よ
う
と

い
う
よ
う
な
こ
と
は
ま
だ
議
論

し
て
い
な
い
。

問

答 問

有
害
鳥
獣
補
助
金
の

取
り
組
み
は

中　

村　

周　

二　
議
員

答答

若年・子育て年代層の支援を拡充せよ

前　田　和　文　議員
市長／様々な制度を広報し、活用に向け取組んでいく

市
長
／
今
の
形
で
、
県
の
方
に
も
問
題
点
を
上
げ
る

問

問 問

問

答

答

答

▲有害鳥獣処理施設

答 問
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要
支
援
１
・
２
の
人

向
け
の
訪
問
介
護
と

通
所
介
護
が
市
の
事
業
に
移
行

す
る
が
、
人
員
基
準
も
運
営
基

準
も
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
市
町
村

の
裁
量
に
よ
る
と
さ
れ
る
。
事

業
予
算
に
上
限
も
設
け
ら
れ
、

サ
ー
ビ
ス
後
退
を
招
く
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
要
支
援
１
・

２
の
人
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
訪

問
介
護
の
み
の
人
は
代
替
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、

二
次
予
防
対
象
者
と
同
じ
扱
い

に
な
る
の
か
。

　

当
面
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
が
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
単
価
や
自
己
負
担
額

は
大
き
く
変
わ
ら
な
い
。
住
民

サ
ー
ビ
ス
等
の
充
実
を
図
り
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
多
様
に
、

効
率
的
に
提
供
さ
れ
る
体
制
づ

く
り
が
必
要
で
あ
り
、
予
防
事

業
の
総
費
用
の
抑
制
に
つ
な
が

る
。
財
源
の
方
は
う
ち
で
は
足

り
な
い
こ
と
は
な
い
。
二
次
予

防
対
象
者
に
つ
い
て
は
８
月
以

降
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
今
後
検

討
す
る
。
上
限
額
は
未
だ
わ
か

ら
な
い
。

　

特
養
ホ
ー
ム
へ
の
入

所
が
原
則
要
介
護
３
以

上
に
限
定
さ
れ
る
が
、
現
在
の

待
機
者
な
ど
１
・
２
の
方
は
ど

う
な
る
の
か
。

　

や
む
を
得
な
い
事
情

な
ど
市
町
村
の
関
与
の

も
と
に
特
例
的
に
認
め
ら
れ
て

い
る
。

川
内
原
発
再
稼
働
に
つ
い
て

　

避
難
所
の
提
供
、
運

営
、
開
設
を
要
請
さ
れ

て
い
る
が
、
要
援
護
者
の
受
け

入
れ
が
出
来
る
の
か
。
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
の
計
画

は
あ
る
か
。

　

県
の
指
示
に
従
う
。

県
の
指
示
が
な
い
の
で

回
答
で
き
な
い
。

　

非
現
実
的
な
机
上
の

計
画
で
は
市
民
の
安
全

は
守
れ
な
い
。
受
入
れ
体
制
が

な
い
以
上
再
稼
働
に
反
対
す
べ

き
だ
。　

県
の
避
難
計
画
で
、

実
効
性
が
あ
る
と
思
う
。

　

シ
カ
が
相
当
な
勢
い

で
増
え
て
い
る
。
大
型

の
ワ
ナ
を
設
置
し
て
、
８
〜
10

頭
ず
つ
捕
獲
す
る
よ
う
に
出
来

な
い
か
。

　

現
在
、
こ
の
大
型
ワ

ナ
の
捕
獲
に
つ
い
て
は
、

姶
良
伊
佐
管
内
で
は
、
実
施
し

て
い
る
所
は
な
い
。
今
後
、
伊

佐
市
で
行
う
場
合
、
猟
友
会
等

の
伊
佐
市
有
害
鳥
獣
対
策
協
議

会
で
、
検
討
し
て
か
ら
実
施
す

る
か
ど
う
か
決
め
た
い
。

　

処
理
施
設
で
、
イ
ノ

シ
シ
16
頭
、
シ
カ
20
頭

を
処
理
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

臨
時
職
員
を
入
れ
て
、
安
く
で

大
量
に
流
通
出
来
な
い
か
。

　

大
量
に
流
通
す
る
と

い
う
目
途
が
立
た
な
い

中
、
臨
時
職
員
を
入
れ
て
、
生

答

産
を
増
や
す
と
い
う
の
は
、
リ

ス
ク
が
大
き
い
と
思
う
。
実
際
、

今
の
値
段
が
４
千
円
。
こ
れ
を

半
分
に
し
た
時
、
ど
れ
ぐ
ら
い

売
れ
る
か
。
調
査
を
し
て
い
き

た
い
。

曽
木
の
滝
一
周
を
橋
の
床
板
で

市
長
／
国
土
交
通
省
の
許
可
が

難
し
い　

曽
木
の
滝
大
橋
は
、

今
年
10
月
よ
り
取
り
壊

し
す
る
と
言
う
事
だ
が
公
園
よ

り
新
曽
木
大
橋
、
グ
ッ
ド
デ
ザ

イ
ン
賞
を
受
賞
さ
れ
た
曽
木
の

滝
分
水
路
、
公
園
と
一
周
で
き

る
よ
う
に
曽
木
大
橋
の
床
板
を

並
べ
て
飛
び
石
の
よ
う
に
設
置

出
来
な
い
か
。
ま
た
新
た
に
、

つ
り
橋
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

　

河
川
自
体
に
、
何
ら

か
の
物
を
置
く
と
い

う
の
は
、
障
害
物
を
置
く
こ
と

に
な
る
の
で
河
川
管
理
者
で
あ

る
国
土
交
通
省
の
許
可
が
難
し

い
。
つ
り
橋
に
つ
い
て
は
、
場

所
と
か
、
予
算
、
技
術
的
な
こ

と
を
検
討
す
る
こ
と
が
、
た
く

さ
ん
あ
る
の
で
今
か
ら
議
論
し

て
い
く
。

問答

答

問

市長／変わらぬサービス提供できる

市
長
／
猟
友
会
で
検
討
し
て

介護保険法改悪による影響は

　畑　中　香　子　議員

大
型
の
シ
カ
ワ
ナ
の
設
置
を

左
近
充　
　
　

諭　
議
員

問

問

問

答答

答

▲曽木の滝

問問 答○
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
は

　

放
射
線
量
検
査
・
表
面

汚
染
検
査
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公
共
施
設
の
利
活

用
は
。
①
旧
中
央
公
民

館
跡
地
②
焼
酎
資
料
館
③
夢
さ

く
ら
館
の
ト
イ
レ
と
駐
車
場
④

健
康
セ
ン
タ
ー
⑤
元
気
こ
こ
ろ

館
⑥
市
営
住
宅
の
状
況
⑦
体
験

住
宅
利
用
者
の
定
住
状
況
⑧
多

目
的
運
動
公
園
の
利
用
計
画

　

①
利
活
用
の
検
討

は
な
い
②
備
品
や
資

材
の
倉
庫
に
利
用
③
ト
イ
レ
は

閉
鎖
、
駐
車
場
は
現
況
で
使
用

④
災
害
救
助
用
品
や
書
類
等
収

納
⑤
現
況
で
有
効
活
用
⑥
全
体

戸
数
７
０
９
戸
、
入
居
５
９
０

戸
、
空
き
家
65
戸
、
廃
棄
予
定

54
戸
、
建
て
替
え
予
定
は
あ
た

ご
・
小
水
流
・
西
水
流
・
下
殿

団
地
⑦
定
住
者
は
16
家
族
31
人

⑧
県
総
合
体
育
館
候
補
地
と
し

て
県
知
事
に
要
望
、
当
面
は
芝

生
広
場
と
し
て
利
用
す
る
計
画

　

解
体
廃
止
、
施
設
の

統
合
、
用
途
変
更
、
民

間
移
譲
、
存
続
等
に
分
類
し
優

先
順
位
を
つ
け
後
期
総
合
振
興

計
画
に
年
度
別
に
明
記
す
べ
き

と
思
う
が
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と

り
総
合
振
興
計
画
に

ど
の
段
階
の
レ
ベ
ル
か
を
明
記

す
べ
き
と
思
う
。

人
口
減
対
策
に
つ
い
て

　

大
口
、
山
野
、
大
口

南
中
学
校
は
来
年
４

月
統
廃
合
し
大
口
中
央
中
学
校

と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
。
少
子

化
に
伴
う
少
人
数
小
学
校
の
再

編
計
画
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、

休
校
と
閉
校
の
基
準
に
つ
い
て

伺
う
。

　

文
科
省
の
通
達
で
統

合
を
行
う
場
合
は
、
通

学
に
よ
る
現
児
童
生
徒
の
負

担
。
学
校
の
持
つ
地
域
的
意
義

や
地
域
住
民
の
合
意
に
配
慮
す

る
と
あ
り
明
確
な
基
準
は
な

い
。
休
校
と
閉
校
は
入
学
適
齢

期
の
子
供
が
い
て
学
ぶ
と
予
想

さ
れ
る
場
合
は
休
校
。
子
供
が

い
な
い
場
合
は
地
域
と
協
議
し

て
閉
校
の
措
置
を
と
る
。
小
学

校
の
再
編
計
画
は
な
い
。

　

自
主
防
災
組
織
が
防

災
対
策
に
積
極
的
に
参

画
す
る
施
策
を
、
市
長
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー
の

方
々
が
、
地
域
に
お
け
る
自
主

防
災
活
動
を
よ
り
一
層
充
実
し

て
い
く
た
め
の
、
参
考
と
し
て

活
用
し
て
い
た
だ
く
手
引
き
書

を
示
す
考
え
は
な
い
の
か
。

　

自
主
防
災
組
織
が
出

来
て
い
る
段
階
で
、
各

自
治
会
は
情
報
伝
達
網
で
訓
練

を
す
る
と
い
う
の
が
定
着
し
て

い
る
の
で
、
今
後
も
こ
れ
を
さ

ら
に
充
実
し
て
、
校
区
全
体
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
の
活
動
と

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
特
に

手
引
き
書
を
示
す
考
え
は
な
い

が
、
自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー

育
成
研
修
会
な
ど
い
く
つ
か
の

研
修
、
講
座
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
代
表
し
て
行
っ
て
頂
い
て
い

る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
的
に
は
伊
佐

市
総
合
防
災
訓
練
で
お
渡
し
し

て
い
る
情
報
伝
達
訓
練
等
の
一

連
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
毎
年
行
う

こ
と
で
定
着
し
て
い
る
。

　

自
主
防
災
訓
練
は
、

本
市
は
７
と
お
り
の
訓

練
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
示
さ
れ
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
ご
と
に

訓
練
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
活

用
と
効
果
を
ど
の
よ
う
に
分
析

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
要
援

護
者
の
名
簿
を
ど
の
よ
う
に
収

集
し
管
理
す
る
の
か
。
情
報
提

供
は
ど
う
す
る
の
か
。

　

そ
こ
に
お
住
ま
い
の

方
々
が
自
ら
本
気
で
自

分
達
で
守
る
ん
だ
と
い
う
こ
と

が
出
来
て
い
る
か
ど
う
か
だ
と

思
う
。
是
非
こ
れ
か
ら
も
会
合

等
で
自
主
防
災
組
織
の
本
来
の

意
味
を
話
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
自
治
会
長
へ
該
当
者
の
文

書
を
依
頼
し
、
要
援
護
者
本
人

の
申
請
で
あ
る
が
、
代
理
人
で

も
可
能
で
あ
る
。
管
理
に
つ
い

て
は
、
地
域
福
祉
支
援
シ
ス
テ

ム
で
管
理
を
し
て
い
る
。
情
報

提
供
は
予
め
個
人
の
承
諾
を
い

た
だ
い
て
各
関
係
機
関
へ
必
要

に
応
じ
て
提
供
し
て
い
る
。

地域防災活動に
支援せよ！

森　田　幸　一　議員

問

問問

市長／会合等で話していきたい

公
共
施
設
の
利
活
用
は

鶴　

田　

公　

紀　
議
員

市
長
／
現
在
の
ま
ま
維
持
管
理
す
る

問

問 答

答

答

答

答

▲旧焼酎資料館
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夢
さ
く
ら
館
の
指
定

管
理
者
に
農
業
法
人
㈱

大
国
フ
ァ
ー
ム
が
指
定
さ
れ
た

が
、
１
年
で
辞
退
さ
れ
た
理
由

は
何
か
。

　

毎
月
の
赤
字
、
人
材

不
足
、
六
次
産
業
化
へ

の
経
営
方
針
の
転
換
が
理
由
で

あ
る
。　

大
国
フ
ァ
ー
ム
の
指

定
で
、
審
議
会
へ
の
調

査
・
資
料
等
の
不
備
及
び
、
指

定
管
理
者
へ
の
契
約
の
罰
則
規

定
は
。
夢
さ
く
ら
館
の
今
後
の

再
開
及
び
使
用
方
法
は
ど
う
す

る
の
か
。

　

相
手
方
の
調
査
・
資

料
に
不
備
は
な
く
、
契

約
の
罰
則
は
無
か
っ
た
。
指
定
管

理
者
を
再
募
集
す
る
か
、
加
工
施

設
の
み
の
貸
出
か
、
施
設
の
廃
止

か
総
合
的
に
検
討
し
た
い
。

登
校
・
登
園
及
び
交
通
安
全
対

策
等
に
つ
い
て

　

市
道
井
手
原
線
の
進

捗
状
況
は
。
①
大
口
里

保
育
園
の
登
園
の
農
道
・
市
道

井
手
原
２
号
線
の
整
備
の
可
能

性
は
。
②
大
口
小
登
校
道
路
の

ふ
れ
あ
い
農
道
の
横
断
道
路
先
、

民
有
地
の
角
地
の
整
備
計
画
は
。

　

変
則
交
差
点
を
改
良

の
測
量
設
計
は
平
成
25

年
３
月
で
完
了
。
26
年
度
は
用

地
６
筆
住
宅
補
償
１
棟
交
渉
を

着
手
し
た
い
。
工
事
は
55
メ
ー

ト
ル
予
定
。
①
地
権
者
の
同
意

が
得
ら
れ
れ
ば
整
備
の
可
能
性

が
あ
る
。
２
号
、
３
号
は
短
期

的
に
は
困
難
。
②
地
権
者
の
同

意
を
得
れ
ば
、
隅
切
り
が
で
き

る
と
思
う
。

問問

　

③
国
道
２
６
８
号

（
西
本
町
〜
郡
山
間
）

は
死
亡
事
故
多
数
で
あ
る
が
、

横
断
歩
道
を
照
射
す
る
歩
道
照

明
灯
の
設
置
を
県
地
域
振
興
局

に
要
望
可
能
か
。
④
市
道
元
町

線
の
50
年
以
上
た
っ
た
生
コ
ン

舗
装
の
整
備
は
。

　

③
伊
佐
市
駐
在
の
話

で
は
、
夜
間
利
用
者
の

多
い
横
断
歩
道
に
は
必
要
に
応

じ
て
設
置
す
る
が
、
現
在
工
事

中
の
木
ノ
氏
バ
イ
パ
ス
の
合
流

点
に
は
設
置
し
た
い
。
一
挙
の

整
備
は
予
算
的
に
困
難
。
④
路

面
の
悪
い
場
所
は
、
施
行
に
つ

い
て
事
前
調
査
を
行
い
沿
線
住

宅
等
に
影

響
を
与
え

な
い
工
法

を
取
り
組

ま
な
け
れ

ば
と
考
え

て
い
る
。

夢
さ
く
ら
館
の

指
定
管
理
者
は
ど
う
す
る
の

柿
木
原　

榮　

一　
議
員

市
長
／
再
募
集
、
加
工
施
設
の
貸
出
、
廃
止
か
検
討
し
た
い

　

２
０
４
０
年
に
伊
佐

市
の
人
口
は
１
万
８
千

人
と
い
う
推
定
が
出
て
い
る
。

地
方
消
滅
も
叫
ば
れ
て
い
る
。

農
業
関
係
者
や
企
業
等
と
情
報

を
共
有
し
て
働
く
場
所
を
確
保

し
て
、
若
者
が
暮
ら
し
て
い
け

る
街
づ
く
り
を
目
指
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

行
政
、
政
治
の
形
態

が
変
わ
っ
て
も
伊
佐
市

で
暮
ら
し
て
い
る
人
は
い
る
。

た
だ
、
派
生
す
る
痛
み
は
あ
る

が
伊
佐
市
の
農
業
は
有
望
で
あ

る
と
思
う
。
ま
た
、
企
業
と
も

情
報
を
共
有
し
若
者
が
働
け
る

場
所
の
確
保
を
目
指
す
。

　

医
療
機
関
等
の
将
来

も
考
え
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
北
薩
病
院
の
充
実
を
要

望
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
特
別
支
援
学
校
の
誘
致
に

も
本
気
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。

　

伊
佐
市
の
医
師
の
高

齢
化
も
今
適
切
な
手
を

打
た
な
け
れ
ば
と
思
う
。
北
薩

病
院
の
充
実
を
県
に
要
望
し
て

い
く
。
特
別
支
援
学
校
の
誘
致

の
可
能
性
は
、
取
り
組
む
優
先

順
位
で
は
高
い
方
で
あ
る
。

中
学
校
の
卒
業
生
の
進
路
に
つ
い
て

教
育
長
／
地
元
高
校
を
生
徒
が

選
択
す
る
状
況
を
創
る

　

地
元
の
高
校
に
で
き

る
だ
け
多
く
の
卒
業
生

が
進
学
す
る
よ
う
な
状
況
を
生

み
出
せ
な
い
か
。

　

学
力
向
上
し
な
が
ら

地
元
の
高
校
に
進
学
す

る
状
況
を
醸
し
出
し
て
い
き
た

い
。
地
元
高
校
も
生
徒
が
選
択

し
た
い
学
校
に
な
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

中
学
校
の
先
生
方
と

地
元
高
校
の
先
生
方
と

の
連
携
を
図
れ
な
い
か
。

　

今
年
度
か
ら
中
学
校

と
高
校
の
校
長
、
教
頭

と
の
交
流
を
始
め
た
。
双
方
が

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
望
ん
で
い

る
か
と
い
う
こ
と
。
ま
た
、
先

生
方
の
心
の
交
流
の
場
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

答

答 答

答

答

問

問

問 伊佐市の人口減少
対策について

山　下　和　義　議員
市長／若者が暮らせる街づくりを目指す

問 問 答

問 答答
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20代～30代の女性数

2010年（人） 2040年の予想（人） 増減率（％）
伊佐市の総人口 29,304 18,003 −42.8
20代〜 30代の女性数 2,383 1,043 −56.2

人口問題研究所等の資料より
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平
成
27
年
３
月
で
統

廃
合
さ
れ
山
野
中
学

校
・
大
口
南
中
学
校
が
閉
校
に

な
る
。
こ
の
２
校
の
跡
地
利
用

に
つ
い
て
、
協
議
の
現
状
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

ま
だ
、
明
確
に
出
し

て
い
な
い
と
い
う
の
が

現
状
で
あ
る
。
理
由
と
し
て

は
、
在
校
生
の
こ
と
や
再
編
成

に
向
け
て
い
ろ
ん
な
部
会
で
活

動
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
委
員

の
方
々
の
お
気
持
ち
を
配
慮
し

て
、
教
育
委
員
会
と
も
協
議
し

な
が
ら
こ
こ
ま
で
来
て
い
る
の

で
焦
る
必
要
は
な
い
と
考
え

る
。
ま
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

方
々
に
ご
意
見
を
伺
い
、地
域
、

Ｏ
Ｂ
を
含
め
学
校
関
係
者
の

方
々
の
ご
意
見
を
虚
心
坦
懐
に

お
聞
き
し
て
共
通
す
る
と
こ
ろ

が
あ
れ
ば
一
緒
に
考
え
る
こ
と

か
ら
し
て
行
き
た
い
と
思
う
。

　

閉
校
後
の
体
育
館
・

グ
ラ
ウ
ン
ド
使
用
に
関

し
て
は
特
に
問
題
は
な
い
か
。

　

　

安
全
性
を
確
保
し
、

管
理
責
任
を
明
確
に
し

て
か
ら
、
跡
地
利
用
が
決
定
す

る
ま
で
の
間
、
一
定
の
使
用
条

件
の
も
と
で
可
能
と
考
え
る
。

空
き
家
有
効
活
用

　

定
住
促
進
の
観
点
か

ら
空
き
家
の
有
効
活
用

は
で
き
な
い
か
と
考
え
る
が
、

行
政
の
取
組
み
に
つ
い
て
現
状

を
ど
う
考
え
る
か
。

　

空
き
家
の
把
握
に
つ

い
て
は
数
字
的
に
も
、

分
布
図
的
に
も
行
っ
て
い
な

い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

廃
屋
と
な
っ
て
回
り
が
非
常
に

迷
惑
し
て
い
る
か
ら
何
と
か
し

て
ほ
し
い
と
い
う
側
面
と
、
利

用
す
る
た
め
に
ど
う
す
る
か
と

い
う
側
面
の
二
つ
が
あ
る
。
個

人
の
所
有
物
で
あ
り
、
完
全
な

法
整
備
が
成
さ
れ
な
い
と
簡
単

に
手
を
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
ま
た
、
利
用
す
る
側
に
お

い
て
も
市
内
の
宅
建
・
不
動
産

業
者
の
方
々
の
考
え
が
業
界
一

致
し
た
形
で
ま
と
ま
っ
て
い
か

な
い
と
難
し
く
、
非
常
に
慎
重

に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

う
。

閉
校
跡
地
利
用

ど
う
考
え
る

緒　

方　

重　

則　
議
員

　

市
長
／
地
域
の
声
を
聞
い
て
か
ら

閉会中の議会活動 　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お

い
て
は
「
す
る
」「
見

る
」
に
加
え
て
「
支
え
る
」
と

い
う
面
が
大
き
な
役
割
を
果
た

す
。
そ
こ
で
必
要
と
な
っ
て
き

た
の
が
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
だ
。
市
民
が
主
催
者
と
一
緒

に
な
っ
て
大
会
を
つ
く
り
上

げ
、
市
民
主
催
の
大
会
を
実
施

で
き
れ
ば
、
ま
ち
も
活
性
化
さ

れ
、
多
く
の
方
々
に
伊
佐
市
に

来
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
と
考

え
る
。
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
き
、

伊
佐
市
を
ス
ポ
ー
ツ
先
進
地
と

し
て
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
取
り

組
み
は
で
き
な
い
か
。

　

制
度
を
つ
く
る
の
は

一
つ
の
理
想
の
形
だ
と

思
う
。
し
か
し
現
状
は
、
一
つ

の
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
場
合
、
ス

タ
ッ
フ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
お

願
い
し
て
行
っ
て
い
る
。
理
想

と
現
実
は
や
は
り
乖
離
し
て
い

る
。
市
民
体
育
大
会
、
県
下
一

周
駅
伝
大
会
、
ド
ラ
ゴ
ン
レ
ー

ス
、
32
年
の
国
体
、
そ
れ
ら
に

向
け
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集

ま
り
方
、
集
め
方
、
そ
の
意
義

を
訴
え
な
が
ら
お
手
伝
い
し
て

い
た
だ
く
方
を
募
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
、
や
は
り
難
し
い
。

伊
佐
市
の
情
報
発
信
に
つ
い
て

市
長
／
デ
ー
タ
放
送
を
活
用
す
る

　

情
報
提
供
、
広
報
充

実
の
た
め
に
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ

ジ
オ
局
の
開
設
は
検
討
し
て
い

な
い
の
か
。

　

現
在
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ラ
ジ
オ
局
の
開
設
は
検
討
し
て

い
な
い
。
Ｍ
Ｂ
Ｃ
あ
る
い
は
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
ｄ
ボ

タ
ン
を
使
っ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
で

伊
佐
市
の
情
報
を
発
信
し
て
い

る
。
利
用
度
も
高
く
、
特
に
高

齢
者
の
多
い
地
域
と
し
て
は
必

ず
テ
レ
ビ
は
ご
覧
に
な
る
。
こ

の
ｄ
ボ
タ
ン
を
押
す
と
い
う
の

を
覚
え
て
さ
え
い
た
だ
け
れ

ば
、
情
報
は
１
週
間
に
１
回
程

度
、
新
し
い
も
の
に
切
り
か
え

て
い
る
。
現
在
で
は
こ
れ
が
非

常
に
有
効
か
と
考
え
て
い
る
。

スポーツボランティ
アの必要性

森　山　良　和　議員
市長／存在と意義を訴えていきたい

問

問 答

答

問

問問

答

答答

データ放送の使い方（ＭＢＣ）
※一部操作が異なります

項目 決定
ボタン

ｄ
ボタン

項目を選択 決定ボタンを押す dボタンを押す

すべての操作は、
「矢印・決定ボタン」
で移動・選択します
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閉会中の議会活動
南九州中部市議会議長会議員研修会

 文教厚生委員会　菱刈中学校訪問

夏祭り手踊り

夏の交通事故防止運動キャンペーン
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議
員
表
彰

　

全
国
市
議
会
議
長
会
よ
り
、
永
年
勤
続
議
員
と
し
て
５

名
が
表
彰
さ
れ
、
６
月
定
例
会
で
、
表
彰
状
の
伝
達
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

正
副
議
長
４
年
以
上

　

丸　

田　

和　

時　
　

議
員

議
員
₁₅
年
以
上

　

柿
木
原　

榮　

一　
　

議
員

　

福　

本　

千
枝
子　
　

議
員

　

丸　

田　

和　

時　
　

議
員

議
員
₁₀
年
以
上

　

左
近
充　
　
　

諭　
　

議
員

　

市　

来　

弘　

行　
　

議
員

※　

表
彰
規
定
に
よ
り
町
議
の
年
数
は
１
／
２
で
換
算
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議会用語の議会用語の議会用語の議会用語の議会用語の議会用語の議会用語の議会用語の議会用語の議会用語の

マメ知識
意見書「委員会の所管事務調査」

⑴　意見書

⑵　委員会（常任委員会・議会運営委員会・特別委員会）の所管事務調査

　■意見書とは
地方公共団体の公益に関する事柄に関し、議会が地方公共団体の機関としての議会の意思を
意見としてまとめた文書のことを言います。自治法 99条では、この意見書を国会または関係行
政庁に提出するとが出来る、と規定されています。
　■意見書提出を認めた背景
議会は当該地方公共団体の機関であって、法人格はなく、したがって請願を行う機能が無い
のでそれに代わって意見書の提出を認めたものです。
　■最近の伊佐市議会が提出した意見書の実例
　　●少人数学級推進など定数改善を図るため 2014 年度政府予算に係る意見書
　　●森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方財源の確保のための意見書

　■所管事務調査とは
委員会はその部門に属する当該地方公共団体の事務を調査する権能を有しており、この委員
会の固有の権限に基づく所管事務について調査することをいいます。
　■会期中の所管事務調査
委員会は、委員会条例で規定された当該委員会の所管に属する事務について、自らの判断で
調査することが出来ます。この調査を行う場合は委員会において
①　調査事項
②　目的
③　方法
④　期間等
を決定し、その旨を議長に通知して行います。所管事務調査は条例案その他の議案（予算を除く）
の立案や執行機関への監視のために行います。
■閉会中の所管事務調査
 　所管事務調査は会期中（定例会や臨時会）に行われる事が原則ですが、閉会中においても、所
管事務調査を引き続き行う場合は、調査を必要とする事項を具体的に特定し、本会議で議決さ
れたならば、当該事項について所管事務調査を行うことができます。
■最近の所管事務調査
　平成 26 年１月　文教厚生委員会　国民健康保険について
　平成 26 年７月　文教厚生委員会　菱刈中学校の現状について
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編
集
後
記

　

今
年
の
夏
も
、
照
り
つ
け
る
強
い
日
差

し
が
、
伊
佐
盆
地
に
厳
し
い
暑
さ
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。

　

先
月
開
催
さ
れ
た
伊
佐
市
夏
祭
り
で

は
、
昼
の
パ
レ
ー
ド
は
も
ち
ろ
ん
、
夜
の

手
踊
り
参
加
者
も
多
く
、
伊
佐
市
民
が
一

つ
に
な
れ
た
一
日
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
私
た
ち
伊
佐
市
議
会
も
、
市

民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
手
踊
り
に
参
加
出

来
た
こ
と
を
、
大
変
う
れ
し
く
思
う
と
こ

ろ
で
し
た
。

　

一
年
を
通
し
て
各
種
地
域
行
事
が
開
催

さ
れ
ま
す
が
、
ふ
る
さ
と
の
地
域
行
事
を

存
続
、
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
地
域
の

方
々
の
熱
い
思
い
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と
感

じ
ま
す
。
そ
の
熱
い
思
い
を
い
か
に
次
世

代
に
繋
い
で
い
く
の
か
、
地
域
活
性
化
に

繋
げ
て
い
く
の
か
…
今
後
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
も
、

皆
さ
ま
の
声
に
耳
を
傾
け
、
共
に
課
題
解

決
に
向
け
て
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
「
み
え
る
・
き
け
る
・
わ
か
る
」
伊
佐

市
議
会
実
現
に
向
け
、
一
歩
ず
つ
歩
み
始

め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
住
み
よ

い
ま
ち
に
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
私
た
ち

は
前
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

も
う
し
ば
ら
く
暑
さ
を
乗
り
切
り
、
夏

の
風
物
詩
を
満
喫
し
て
、
秋
を
迎
え
た
い

で
す
ね
。

森
山
　
良
和

　

女
性
の
社
会
参
加
を
進
め
る
と
い
う
意
味
で
、
議
会
を

傍
聴
し
よ
う
と
思
い
立
ち
、
６
月
25
日
の
一
般
質
問
の
時

に
議
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

私
は
美
術
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う

立
場
か
ら
、
い
く
つ
か
感
想
を
書
い
て
み
よ
う
と
思
い
ま

す
。

　

ま
ず
入
り
方
が
わ
か
り
づ
ら
く
、
階
段
の
照
明
が
暗
い

こ
と
で
す
。
目
の
不
自
由
な
方
や
、
老
人
に
は
ち
ょ
っ
と

危
険
な
感
じ
を
受
け
ま
し
た
。

　

省
エ
ネ
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
議
会
の
期
間
だ
け

で
も
、
も
う
少
し
明
る
く
な
ら
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　

議
場
に
入
る
と
や
は
り
照
明
が
暗
く
、
全
体
に
暗
く
汚

い
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
な
ら
、
イ
メ
ー
ジ
は

と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
入
り
や
す
く
、
明
る
い
印

象
の
議
場
に
な
れ
ば
、
発
展
的
な
発
言
が
増
え
て
行
く
と

思
い
ま
す
。

　

議
会
が
活
性
化
し
て
素
晴
ら
し
い
伊
佐
市
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

編
集
・
発
行
責
任
者

　
議
　
長

　
　
　
丸
　
田
　
和
　
時

　
議
会
広
報
等特

別
委
員
会

　
　
委
員
長

　
　
　
久
　
保
　
教
　
仁

　
　
副
委
員
長

　
　
　
森
　
山
　
良
　
和

　
　
委
　
員

　
　
　
柿
木
原
　
榮
　
一

　
　
　
岩
　
元
　
克
　
頼

　
　
　
山
　
下
　
和
　
義

　
　
　
今
　
村
　
謙
　
作

４日（木） 本会議（招集日）

10日（水） 本会議（２日目）

総括質疑

11日（木） 総務産業委員会

12日（金） 文教厚生委員会

19日（金） 本会議（３日目）

一般質問

22日（月） 本会議（４日目）

一般質問

24日（水） 本会議（５日目）

一般質問

29日（月） 本会議（最終日）

平成26年
第3回定例会のお知らせ
平成26年
第3回定例会のお知らせ

林　宏子さん

議会中継を自宅等のインターネットでも視聴できます。
（市議会の生中継や録画を映像配信しています）

【伊佐市ホームページ】
↓

【伊佐市議会】
↓

【議会インターネット映像中継】
大口庁舎・菱刈庁舎・
ふれあいセンター・まごし館でも
議会ライブ中継をご覧になれます。

○定例会は午前 10 時開会です。

９月


